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　　74,408 人（－ 72）
男　36,988 人（－ 31）
女　37,420 人（－ 41）
世帯数　31,149 世帯（－ 13）
（　）内は前月との比較

人の動き【3/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 44　     転入 149
死亡 91  　   転出 174

▲茨城県フラワーパークの河津桜と菜の花。坂道を上がっていった先に筑波山が現れます（3月 1日撮影）



新型コロナウイルス感染症
関連相談窓口
中小企業対象
経営・資金面の支援や相談窓口
▶市のホームページで紹介してい
ます。
新型コロナウイルスに関する電話相談
問厚生労働省（フリーダイヤル）
℡ 0120-565653

（受付午前 9 時～午後 9 時。土日・祝日も実施）
問茨城県庁内
℡ 029-301-3200（受付平日午前 9 時～午後 5 時）
問茨城県土浦保健所
℡ 029-821-5342（受付平日午前 9 時～午後 5 時）
※市公式ホームぺージで感染拡大防止に関する
各種取り組みに関する情報を掲載しています。

▶広報いしおか 3 月 15 日号で、4 月の休日診
療当番医（外科）を掲載しましたが、変更にな
りましたので、訂正してお知らせします。
　5 日と 19 日が石岡市医師会病院の予定でし
たが、下記の病院に変更になりました。その他
は変更ありません。
５日日　山王台病院　℡ 26-3130
12 日日　石岡市医師会病院　℡ 22-4321
19 日日　石岡第一病院　℡ 22-5151
26 日日　八郷整形外科内科病院　℡ 46-1115
29 日水　石岡循環器科脳神経外科病院 ℡ 58-5211
受付  午前 9 時～ 11 時 30 分・午後 1 時～ 3 時 30 分
※内科・小児科の休日診療は、市公式ホーム
ページでご確認ください。

訂正・変更のお知らせ
４月 休日診療当番医（外科）

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８  　　２　　　　　　

手洗いを徹底しましょう
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「手洗い」や「マスク着用を
含む咳エチケット」です。
ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れるこ
とにより、自分の手にもウイルスが付着している可
能性があります。外出先からの帰宅時や調理の前後、
食事前などこまめに手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症に対する
石岡市のこれまでの対応と最新情報
は、ホームページで公開しています。　
　　　　　　詳しくはこちらから▶

（出典）厚生労働省



私たちが安心して、
石岡市で暮らすための
　　　　　　　「医療の未来」

　産科医は、24 時間体制の過酷な業務です。
平成 29 年、全国でお産ができる医療機関は、
15 年前の 3 分の 2 になりました。市内でも平
成 29 年 12 月、お産の取り扱いが終了。この出
来事を契機に、地域医療を取り巻く問題が一気
に顕在化しました。
　石岡地域（石岡市・小美玉市・かすみがうら市）
で働く医師たちで構成される石岡市医師会所
属医師の平均年齢は 65 歳。市が医師会に委託
している休日夜間緊急診療は、その中の 10 人
ほどの医師で継続してきましたが、市内で 15
年以上新たな医院の開業がないため、医師不
足を解消する目途も立ちません。
　4 月以降の内科・小児科の緊急診療の継続は、
大きな岐路に立っています。本当に必要な医
療を守るためには、どうしたらいいのかの選
択が迫られています。

▲石岡市医師会で行っている緊急診療の継続が、大きな岐路に立っています。
　3 月 11 日時点で、4 月以降の土曜日夜間緊急診療は休診になることが決定しています。

市内診療所のお産の取り扱い終了から 2 年。
4 月からは、土曜夜間の緊急診療が休診に。

持続可能な医療体制のある石岡へ
　持続可能な開発目標（SDGs）とは、「国連
持続可能な開発サミット」で採択された 17 の
目標からなるものです。
　国の「まち・ひと・しごと創生基本方針 
2019 」では持続可能な開発目標（SDGs）の
理念「誰一人取り残さない」社会の実現を踏
まえ「SDGs を原動力とした地方創生の推進」
を掲げています。市でも各施策に SDGs の観
点を取り入れ、この地域医療の課題に関して
も、この視点を入れて取り組んでいきます。

問 地域医療対策室　℡ 23‒5116
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石岡市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



和
２
年
1
月
、
石
岡

地
域
医
療
計
画
が
完

成
し
ま
し
た
。
10
年

後
の
石
岡
地
域
を
考
え
た
時
に
、

今
、
取
り
組
ん
で
お
か
な
い
と
い

け
な
い
の
が
医
療
の
問
題
で
す
。

こ
の
計
画
で
優
先
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
は
、
石
岡
第
一
病
院
を

公
立
化
し
て
、
石
岡
市
医
師
会
病

院
と
統
合
し
、
病
床
数
を
再
編
す

る
と
い
う
も
の
（
詳
細
Ｐ
７
）
で
、

計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、

２
月
９
日
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ

ま
わ
り
の
館
で
「
石
岡
地
域
市
民

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
石
岡

地
域
に
必
要
な
医
療
体
制
」
に

つ
い
て
の
発
表
者
を
公
募
。
当

日
は
、
妊
婦
と
し
て
、
医
師
・

看
護
師
と
し
て
、
患
者
と
し
て
、

家
族
と
し
て
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
、
市
内
で
は
一
年

間
で
４
６
４
人
の
新
生
児
が
誕

生
し
ま
し
た
。
し
か
し
市
内
医

療
機
関
で
は
、
平
成
29
年
に
お

産
の
取
り
扱
い
を
終
了
し
た
の

で
、
私
た
ち
は
市
外
の
病
院
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

お
産
の
で
き
る
病
院
の
減
少

は
、
産
科
医
を
取
り
巻
く
状
況

の
過
酷
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

お
産
と
い
っ
て
も
、
正
常
分
娩

か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
ま
で

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
お
産

の
取
り
扱
い
を
復
活
さ
せ
る
た

め
に
は
、
一
人
の
産
科
医
に
か

か
る
過
剰
負
担
を
解
消
す
る
仕

組
み
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
松
葉

産
婦
人
科
と
冨
田
産
婦
人
科
で

は
、
妊
婦
健
診
は
継
続
し
、
冨

田
産
婦
人
科
で
は
空
き
病
室
を

活
用
し
、
助
産
師
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
赤
ち
ゃ
ん
と
１
日
過
ご

せ
る
「
産
後
ケ
ア
」
を
新
た
に

開
始
し
て
い
ま
す
。

　　　

市
で
は
子
育
て
世
帯
向
け
に

24
時
間
３
６
５
日
対
応
で
医
師

に
直
接
相
談
で
き
る
医
療
ア
プ

リ
「
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」
を
導
入
予

定
で
す
が
、
実
際
に
小
児
救
急

を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

の
外
来
診
療
の
約
７
割
は
、
市

内
医
療
機
関
で
受
け
入
れ
が
で

き
て
い
ま
す
が
、
入
院
と
な
っ

た
場
合
、
８
割
以
上
が
市
外
の

医
療
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
、
小
児
の
入
院
体
制
に

も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

危
機
的
な
医
療
の
現
状
か
ら

山本真莉子さん
　　　　　　（国府在住）
▶計 画 で は 産 科 は
中 期 で の 対 策 と さ
れていましたが、遠
く か ら で も 妊 婦 さ
ん が 来 た く な る 素
敵 な 産 婦 人 科 の 施
設 を 1 日 で も 早 く
作ってほしいです。

令

小林雅人さん
（石岡市医師会所属医師）
▶この機を逃すと石
岡地域医療は厳しい
状況へ。病院の再編
統合は市民・医師・
行政で向き合い、実
現させるためにはど
うしたらいいのかを
考えていただきたい。

石突正文さん
（石岡市医師会病院長）
▶内科医が常勤で 3
人 い ま し た が 昨 年
退 職 し、 今 ま で 3
つ あ っ た 病 棟 を 閉
鎖せざるを得ず、医
師会病院は、大変厳
し い 状 況 を 迎 え て
います。

発表者の意見は抜粋
して、発言順に掲載
しています。全文は
ホームページで公開
しています。
掲載場所
くらし・市政▶健康・
福祉▶健康・医療▶地
域医療
全文はこちらから▼

▲冨田産婦人科の産後ケアの部屋

産
科
医
へ
の
過
剰
負
担

小
児
救
急
体
制
が
な
い
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令
和
元
年
の
救
急
車
出
動
件
数

は
、
前
年
よ
り
も
１
９
９
件
増
、

３
７
１
８
件
で
し
た
。
理
由
は
、

全
体
の
６
割
以
上
を
占
め
る
高
齢

者
の
搬
送
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
し
か
し
、
石
岡
地
域
で
は
病
床

不
足
の
た
め
救
急
搬
送
の
受
け
入

れ
が
困
難
で
、
土
浦
協
同
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
半
数
。
急

性
期
を
脱
し
回
復
期
に
移
行
し
て

も
市
内
の
回
復
病
床
不
足
で
、
受

け
入
れ
不
可
能
な
こ
と
も
…
。

　
高
齢
者
率
は
２
０
２
５
年
に
は

36
％
、
２
０
４
０
年
に
は
44
％
と

推
計
さ
れ
、
今
後
、
高
齢
者
の
受

け
入
れ
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

　　

開
業
医
は
自
身
の
診
療
所
で

の
診
療
の
ほ
か
、
健
診
、
予
防
接

種
、
学
校
・
警
察
・
産
業
医
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
石
岡
地
域
に
は
、
11
の
病
院
、

８
の
有
床
診
療
所
、
40
の
無
床

診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
、
市
内

で
は
15
年
以
上
、
新
た
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
業
が
な
く
、
現
在
、

医
師
た
ち
の
平
均
年
齢
は
65
歳
。

こ
の
ま
ま
新
規
開
業
の
な
い
ま

ま
10
年
が
経
っ
た
ら
、
平
均
年

齢
は
75
歳
で
す
。

　

妊
婦
、
子
育
て
世
代
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
家
族
を
介

護
す
る
人
な
ど
、
立
場
が
変
わ

れ
ば
、
医
療
に
求
め
る
優
先
度

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

全
世
代
に
応
え
よ
う
と
、
医

師
を
は
じ
め
、
医
療
に
携
わ
る

人
た
ち
が
現
場
で
奮
闘
し
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
医
師
や
看
護
・

介
護
人
材
の
不
足
。
医
師
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
医
療

は
医
師
の
も
の
で
な
け
れ
ば
行

政
の
も
の
で
も
な
く
、
住
民
の

も
の
。

　
産
科
や
小
児
救
急
、
高
齢
者
の

看
取
り
や
在
宅
医
療
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
石
岡
市
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
必
要
な
医
療
と

は
何
か
？
」
を
真
剣
に
考
え
、
選

択
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆ 特集　私たちが安心して、石岡市で暮らすための「医療の未来」　問 地域医療対策室　℡ 23‒5116

櫻井より子さん
（大増在住）
▶ 母 が 103 歳 直 前
で 亡 く な る 7 か 月
間、 医 師 会 病 院 で
大変お世話になり、
看 護 体 制 の 素 晴 ら
し さ を 実 感。 病 院
閉 鎖 の 方 針 は 非 常
に残念です。

田口栄さん（半田在住）
▶医師会病院は送迎
車 が あ り 本 当 に 助
かっています。なく
なるかもしれないと
聞き非常に不安です。
藤吉法子さん（柿岡在住）
▶誰一人取り残され
ない体制づくりが実
現されるか疑問です。

杉本美江さん
（石岡在住）
▶全国の公立病院の
縮小閉鎖の中で、公
立病院というのは本
当 に い い こ と な の
か。公立病院化した
として、医師や看護
師の確保ができるの
か非常に不安です。

高塚正代さん
（市内看護師長）
▶医師だけでなく、
看護職・介護職も不
足しています。この
地域で働く介護の担
い手を増やしていけ
れば、医師・看護師
の負担軽減につなが
ると考えます。

茨城県医師偏在指標から
みる石岡市の状況

▶石岡市を含む土浦地域は、医師が
「少数でも多数でもない区域」とさ
れています。これは土浦市に医師が
集中しているためで、石岡市自体の
救急や入院などの場合は、近隣の中
核病院なしには成り立たないのが現
状です。
　中核病院に救急搬送される患者の
半数が、軽症の患者であることも課
題です。

増
加
す
る
高
齢
者
人
口

医
師
の
高
齢
化
も
進
行

地
域
医
療
は
住
民
の
も
の

（地図出典）県報ひばり 3 月号
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住
民
自
ら
が
地
域
の
医
療
を
考
え
行
動
す
る

そ
れ
が
「
地
域
の
再
生
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
す

療
は
、
世
界
レ
ベ
ル

で
日
々
進
歩
し
て
い

ま
す
。
20
年
前
で
あ

れ
ば
、
一
人
の
医
師
が
患
者
を
診

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
複
数

の
専
門
科
の
医
師
で
、
一
人
の
患

者
を
診
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
の
高
度
・
専
門
化
は
進

ん
だ
結
果
、
若
い
医
師
は
高
度
な

医
療
技
術
を
学
べ
る
環
境
の
病
院

を
研
修
先
に
選
び
ま
す
。

　

高
度
・
専
門
化
に
対
応
し
た

病
院
に
は
、
医
師
が
集
ま
り
、

手
厚
く
看
護
師
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
配
置
で
き
ま
す
。
最
新
の

医
療
を
提
供
で
き
る
た
め
、
短

い
入
院
日
数
で
、
大
量
の
患
者

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

結
果
、
高
い
診
療
報
酬
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
高
度
・
専
門
化
に
対
応

で
き
な
い
病
院
は
、
人
員
が
集
ま

り
に
く
く
、
入
院
日
数
も
長
く
な

り
、
患
者
も
ほ
か
の
医
療
機
関
に

流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、診
療
報
酬
も
低
く
、

採
算
割
れ
と
な
り
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
離
れ
て
い
く
と
い
う
悪
循
環

に
陥
る
の
で
す
。

　　
石
岡
市
の
20
年
後
、
２
０
４
０

年
の
高
齢
化
率
は
44
％
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
爆
発
的
な
高
齢

者
の
増
加
に
対
し
て
、
絶
対
的
に

医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
な
ど

の
人
材
や
入
院
病
床
、
介
護
施

設
の
不
足
が
予
測
さ
れ
、
医
療
・

介
護
の
財
源
の
不
足
も
深
刻
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
の
救
急
体
制
で
は
対
応

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

過
去
10
年
に
お
い
て
、
都
市

部
を
除
く
、
全
国
の
就
業
者
数

は
減
少
傾
向
で
す
が
、
地
方
に

お
い
て
医
療
福
祉
は
、
就
業
者

が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い
分

野
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
地
方

で
、
病
院
や
福
祉
施
設
は
将
来

に
わ
た
り
不
可
欠
な
、
地
域
の

産
業
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
も
結
局
は
、

医
師
が
集
ま
っ
て
く
る
医
療
機

関
の
有
無
が
問
題
で
す
。
病
院

の
再
編
統
合
は
、
地
域
に
医
療

を
残
す
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
。

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
大
学

医
学
部
へ
の
寄
附
講
座
な
ど
を

行
い
人
材
育
成
に
お
金
を
か
け

る
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
で
も
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
診

て
も
ら
い
た
い
で
す
が
、
す
ぐ
に

名
医
は
育
ち
ま
せ
ん
。
医
師
を

育
て
る
に
は
患
者
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
す
べ
て「
人
任
せ
」

で
は
地
域
医
療
は
崩
壊
し
ま
す
。

住
民
を
含
め
た
病
院
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
地
域
医
療
を
考
え

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医

伊関友伸氏
（城西大学経営学部教授）
積極的に現場に入りながら
全国の自治体病院の経営の
研究を行う。総務省・内閣
府の委員を歴任。
県内では筑西市・桜川市病
院再編、鹿行地域病院再編
に関わる。

「病院の再編統合には、
　様々な意見があって当然。
　意見を表明できる場があること、
　その上でデータに基づく、
　議論を行うことが大切です」

　2 月 9 日の石岡地域市民医療シンポジウムでは、石岡地域
医療計画の策定に携わった、伊関友伸氏を講師に迎え、「地
域に医療を残すために必要なこと」と題して講演会を開催
しました。
　なぜ地方に医師が集まらなくなったのか、医療が持続可
能であるためにはどうしたらいいのか？
　伊関氏が、講演会でお話しされたことをご紹介します。

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８  　　６　　　　　　

病
院
は
ニ
極
化
の
時
代
へ

医
療
・
介
護
人
材
の
不
足

ポ
イ
ン
ト
は
人
材
確
保

医
師
が
「
働
き
た
い
」
と

　
　
　
思
え
る
地
域
か
？
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◆ 特集　私たちが安心して、石岡市で暮らすための「医療の未来」　問 地域医療対策室　℡ 23‒5116

全国でも医師数の少ない茨城県
　人口 10 万人あたりの医師数の全国平均が 251.7
人に対して、茨城県は 189.8 人。
　これは、全国ワースト 2 位の少なさです。

石岡地域医療計画（令和２年１月策定）の基本理念
持続可能な医療体制で誰もが安心して暮らせる地域

医療供給体制の整備 医師確保 救急体制強化

短期 □医療資源を集約し、医師を呼び込める
医療機関（中核病院等）の整備

□病床機能の転換・増床
□新規診療所・助産院等の誘致・

開業支援
□入院受療率向上を目指した小児科の

充実
□医療機関の機能等に応じた役割分担の

強化
□施設や医療機器の維持・更新費用の

補助
□入院施設のある医療機関の状況等の

情報共有ができるような仕組みづくり
□医療機関への交通手段の確保
□介護老人保健施設等との連携を強化し

速やかな退院調整ができる体制構築

□人材確保のための補助
□小児科医の確保
□医師に対する PR 活動
□大学等への要望活動

□小児救急体制の強化
□二次救急体制強化の

ための補助等（実績等
に応じた補助含む）

□ ICT 等を活用した医療
相談（初期救急）

中期
□産科の新設
□医療資源の偏在や将来の外来診療の
　受け皿となるような公的診療所の開設

□研修環境の充実
□寄附講座による医師

確保
□産科医の確保
□石岡地域枠の奨学金

制度創設の検討　

長期
□在宅診療クリニックによる訪問診療や
　訪問看護の充実

□石岡地域の勤務医が、
一定期間希望する病院で
勤務できるような研修体
制の整備

（
１
～
２
年
）

（
３
～
５
年
）

（
５
～
10
年
）

絶対的に少ない
石岡市・かすみがうら市・小  美玉市の医師数
　人口 10 万人あたりの石岡市の医師数は 124.8 人、
かすみがうら市は 45.6 人、小美玉市は 71.2 人。
茨城県の平均も大きく下回っています。

200

100

（人）
人口 10 万人あたりの医師数

全 国 茨城県 石岡市 かすみ
がうら

市

小美玉市

251.7 人

189.8 人

124.8 人

45.6 人
71.2 人



ま ち の 話 題
スポーツで、石岡から全国から挑む 22 人
　日々の練習の積み重ねで、素晴らしい成績を残す

２
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　市役所で、スポーツ振興奨励表彰式が
行われました。これは全国・関東大会な
どで顕著な成果を収めた市内在住や市内
で活動する選手に、その栄誉を称え表彰
するものです。今年は９分野で 12 歳から
67 歳までの 21 名が受賞しました。 　
　第 74 回国民体育大会（いきいき茨城ゆ
め国体）では、茨城県競技力向上対策本部
の安嶋千晶さんがウエイトリフティング競
技女子 -55Kg 級優勝、なぎなた競技では
水戸二高の久保リビア明日香さんが優勝す
るなど国体上位８位以内に 11 名という活
躍ぶり。
　土師夕佳さんは、第４回全日本中学女子
軟式野球大会に出場し、茨城県代表として
初優勝を果たすという快挙を達成。
　スポーツウエルネス吹矢の指導や普及活
動に貢献された山田力男さんには、スポー
ツ功労表彰が贈られました。

受賞者一覧（敬称略）
〔バドミントン〕羽生美

み え

恵・松﨑雄
ゆうだい

大・海老澤彩
あや

・小川明
は る か

華・
草間寧

ね ね
音・小松﨑佑

ゆ う や
也

〔ウエイトリフティング〕安嶋千
ち あ き

晶・小松﨑美
み ほ

帆・佐藤美
み ゆ

優・
飯塚豪

ごう
・本田大

だ い ち
智・内門沙

さ あ や
綾・野中雅

まさひろ
浩

〔弓道〕千葉大
だ い ち

地〔体操〕清水 満
みつる

〔なぎなた〕久保リビア明
あ す か

日香〔サッカー〕土居明
あ す か

日香
〔水泳〕仁平裕

ゆ う た
大・小松﨑颯

そ う た
太〔バレーボール〕立原佑

ゆ う と
都

〔軟式野球〕土師夕
ゆ う か

佳
〔スポーツ功労表彰・スポーツウエルネス吹矢〕山田力

り き お
男

石岡市歴史ボランティアの
新たな試み

　
東
小
３
年
の
児
童
84
人
が
常
陸
風

土
記
の
丘
で
、
石
岡
市
歴
史
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
に
縄
な
い
な
ど
昔
の
暮

ら
し
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
観
光

客
向
け
に
市
の
歴
史
案
内
を
行
っ
て

い
て
、
27
人
の
会
員
が
活
動
中
。
希

望
者
向
け
に
、
市
で
も
歴
史
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
郡
司
猛
さ
ん
は
「
も
の
を

再
生
し
使
い
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
会
の
活
動
充
実
に
つ

な
げ
た
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
し
た
。

 2
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国分寺幼稚園で
デンマーク式自転車教室

　
デ
ン
マ
ー
ク
式
自
転
車
教
室
と
は

園
児
や
児
童
向
け
の
安
全
教
育
で
、

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
全
国

で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
、
一
般
社
団
法
人

「
市
民
自
転
車
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表
理
事
の
藤
本
典
昭
さ
ん
ら
を
招

き
、
国
分
寺
幼
稚
園
の
５
歳
児
ク
ラ

ス
21
人
を
対
象
に
自
転
車
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
ペ
ダ
ル

の
な
い
バ
イ
ク
に
乗
り
、
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や

周
囲
の
安
全
確
認
を
身
に
つ
け
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

 2
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フードバンク茨城と連携し
きずな BOX を設置

　
市
民
か
ら
食
料
の
寄
付
を
受
け
付

け
る
「
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
と
は
、
多
く
の
人

が
利
用
す
る
公
共
機
関
な
ど
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城
が
設

置
し
て
い
る
食
品
収
集
箱
で
、
生
活

困
窮
世
帯
や
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
活
動
で
す
。

　
缶
詰
、
米
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、

パ
ス
タ
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
レ
ト
ル

ト
食
品
な
ど
、
常
温
保
存
で
き
る
も

の
で
、
賞
味
期
間
が
二
か
月
以
上
あ

る
も
の
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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彫刻「空 -KUU」
　見えないもののかたち

　
市
内
在
住
の
彫
刻
家
、
六む
つ
ざ
き﨑
敏
光

さ
ん
が
、
市
役
所
本
庁
舎
完
成
を
記

念
し
て
、
市
に
彫
刻
「
空‐Ｋ
Ｕ
Ｕ
」

を
寄
贈
。
石
岡
幼
稚
園
の
子
ど
も
た

ち
が
市
庁
舎
の
玄
関
横
に
置
か
れ
た

彫
刻
を
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
石
岡
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
に
美

術
を
教
え
る
六
﨑
さ
ん
は
「
空
気
や

風
、
時
の
流
れ
な
ど
は
目
に
は
見
え

な
い
が
、
見
え
な
い
も
の
に
も
か
た

ち
が
あ
る
。
今
は
理
解
す
る
の
が
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
彫
刻
は

ず
っ
と
こ
こ
に
あ
る
か
ら
、
ま
た
見

に
来
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に

語
り
掛
け
ま
し
た
。
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   27

市内中高生らが植樹
　石岡市役所本庁舎前に、広島・長崎の被ばく樹木 2 世

2
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　平和の尊さと戦争・核兵器の恐ろしさ
を伝えるため、市役所本庁舎の敷地内に、
第二次世界大戦で被爆し生き残った、広
島市の「アオギリ」と長崎市の「クスノキ」
の 2 世となる苗木を植樹しました。
　植樹式には、石岡市遺族会の代表者や、
令和元年度の石岡市中学生平和大使、石
岡一高造園科の生徒が参加。植樹前には、
昨年、広島市に派遣された中学生平和大
使による平和宣言が読み上げられました。

 　　　　　　９　　  広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８
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関東大会、県予選を勝ち抜く大活躍
　石岡一高の弓道部・ウエイトリフティング部

2
   20

　関東大会や県予選を勝ち抜いた石岡一高
の弓道部とウエイトリフティング部が、東
日本大会や全国大会への出場報告するた
め、市役所を訪れました。
　弓道部は 1 月に行われた県大会で団体の
部で準優勝。石岡一高で女子初となる東日
本大会初出場を決めました。原田朋佳さん
は個人の部で優勝という快挙。
　今夏の北関東インターハイは、ウエイト
リフティング競技が茨城県開催です。生徒
たちは「優勝に近づけるように頑張りたい」
と意気込みを話しました。

ま ち の 話 題

〔訪問者一覧・敬称略）
（弓道部）山崎亜

あ り さ
里彩・茅

か や ば
場悠

ゆ つ き
月・柳

やぎゅう
生晴

は る か
香・佐久間日

ひ よ り
和・

大枝麻
ま ゆ か

友香・和島未
み あ い

藍・原田朋
と も か

佳
（ウェイトリフティング部）大津祐

ゆ う き
貴（96kg 級）・久保田

智
ともかず

和（61kg 級）・山中駿
しゅんすけ

輔（102kg 級）

石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の

清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た 

　
石
岡
市
区
長
会
で
は
、２
月
12
日
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し

て
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
清
掃
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
28
年
か
ら
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
多
く
の
来
街
者
を

受
け
入
れ
る
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン

で
、
石
岡
市
民
の
お
も
て
な
し
の
気
持

ち
を
形
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
石
岡
市
区
長
会
は
、
今

後
も
主
体
的
に
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
石
岡
市
区
長
会
事
務
局 

・
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

　
℡
23
・
７
０
６
４

・
支
所
総
務
課

　
℡
43
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
８
） 

区
長
会
だ
よ
り 

ひ
び
き
25
号

▲ 2 月 16 日に石岡特別支援学校をメイン会場に行われた
石岡つくばねマラソン。1,418 人が完走しました。

▲ 2 月 12 日に行った、コース一部（県フラワーパークか
ら片野交差点）の清掃活動。

※第 19 回東日本高等学校弓道大会（3 月 20 日～ 22 日・
岩手県）、令和元年度第 35 回全国高等学校ウエイトリフ
ティング競技選抜大会（3 月 25 日～ 28 日・石川県）は新
型コロナウイルス感染症の流行の影響を受け中止になりま
した。



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

情報ネットワーク テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問 　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　  ※料金の記載のないものは無料。本 支
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新年度から市の組織体制を見直します

庁舎建設推進室・国体推進室を廃止
里山保全室・学校再編推進室を新設
　まちづくり協働課がコミュニティ推進課へ

〔４月１日から〕
財務部
┕管財課
　

生活環境部
┕コミュニティ推進課
経済部
┕農政課
　┕里山保全室
教育委員会
┕教育総務課
　┕指導室
　┕学校再編推進室
┕スポーツ振興課

〔３月 31 日まで〕　
財務部
┕管財課
　┕庁舎建設推進室

生活環境部
┕まちづくり協働課
経済部
┕農政課

教育委員会
┕教育総務課
　┕指導室

┕スポーツ振興課
　┕国体推進室

▶市が直面している課題に対応
するため、令和２年４月から組
織体制を見直します。
　新庁舎完成により庁舎建設推
進室を、いきいき茨城ゆめ国体
の終了により国体推進室を廃止
します。
　また、鳥獣対策と林政業務な
どに対応するため里山保全室を、
市内小中学校の統合再編および
学校施設の長寿命化を推進する
ため学校再編推進室を新設。
　さらに、コミュニティ活動補
助金の創設にあわせてまちづく
り協働課をコミュニティ推進課
へ名称変更します。

問　 総務課 ℡ 23‒7282本

令和２年度 通勤・通学費用の一部補助
受付期間：
４月１日水～５月 29 日金
※ 4 月 5 日日は本庁舎政策企画課で受付窓

口を開設します ( 午前８時 30 分～午後
４時）

通学定期補助：市内在住で石岡駅、高浜駅、
羽鳥駅または神立駅のいずれかから通学
定期券を利用して通学する 18 歳～ 30 歳
までの大学生等（予備校生は除く）に購
入費の３分の１（月額上限 3,000 円）を
補助します。

※石岡駅を起点とする１か月の定期券代が
9,000 円を超える場合が対象。

特急券補助：市内在住で石岡駅、土浦駅か
ら東京方面へ定期券用ウィークリー料金
券を利用して通勤・通学する 18 歳～ 45
歳までの人にウィークリー料金券購入費
の 2 分の 1（１回購入につき 4,000 円）
を補助します。

注意事項：通学定期券補助と特急券購入費
補助は両方受けられます。

※申請方法は市ホームページもしくは本庁
舎政策企画課、支所市民窓
口課、石岡駅で配布するパ
ンフレットをご覧ください。
市ホームページはこちら▶

事前申請が必要です　　　　　　　　　問　政策企画課　℡ 23-7277

※詳しい業務内容等は、市ホームページまたは、くらしの便利帳
をご確認ください。

本



情報ネットワーク問 本 石岡市役所本庁舎　支 八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

医療機関 種別 自己負担額 医療機関 種別 自己負担額
石岡市医師会病院　℡ 23-4113 ① 19,870 円

筑波記念病院
　℡ 029‒864‒3588
※後期高齢者は①のみ

① 20,700 円
石岡第一病院　　　℡ 22-5151 ① 24,000 円 ② 44,900 円

山王台病院　　　　℡ 26-3130
① 21,250 円 ③ 35,500 円
② 48,750 円 ④ 31,000 円
④ 14,280 円 霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター

　　　　　　　　　℡ 029‒887‒4563
① 21,800 円

土浦協同病院　　　℡ 029-846-3731
① 21,800 円 ② 44,900 円
③ 44,300 円 ③ 30,000 円
④ 14,500 円 東関東クリニック　　℡ 029‒221‒1200 ① 21,800 円

筑波メディカルセンター
　　　　　　　　　℡ 029-856-3500

① 24,220 円 いばらき健康管理センター
　　　　　　　　　 ℡ 029‒243‒6220 ① 21,800 円② 48,420 円

③ 30,000 円

水戸中央病院　　　℡ 029‒309‒8521

① 21,800 円
茨城県メディカルセンター
※ 30~39 歳は 21,800 円
　　　　　　　　　℡ 029-243-1111

① 22,020 円
③ 19,000 円

④ 20,000 円

石岡循環器科脳神経外科病院
　℡ 58‒5211 ④ 13,400 円

水戸済生会総合病院（国保のみ）
　　　　　　　　　℡ 029‒254‒9044

① 21,800 円

神立病院　　　　
　℡ 029-896-6123

① 19,600 円 ③ 35,500 円③ 26,700 円
④ 20,000 円 筑波大学附属病院

　　　　　　　　　℡ 029‒853‒4205
① 35,000 円

牛久愛和総合病院   
　℡ 029‒873‒4334

① 19,600 円 ③ 74,000 円

② 49,850 円 日立製作所　土浦診療健診センタ
　　　　　　　　　℡ 029‒831‒5838 ① 20,700 円

③ 24,500 円 茨城県立中央病院　℡ 0296‒77‒1093 ① 24,000 円
③ 40,670 円

人間ドック・脳ドック助成（30 歳から受けられます）

▶医療機関に予約後、❶国民健康保険被保険
者証または後期高齢者医療被保険者証❷予約
票❸特定健康診査受診券または健康診査受診
券❹認め印を市役所に持参してください。

４月以降、職場などで健康診査を受診した人
はご連絡ください。

〔種別①日帰り人間ドック② 1 泊人間ドック③
脳ドック（健診あり）④脳ドック（健診なし）〕

問健診受診券・ドックの申請について　　保険年金課℡ 23–7318、℡ 23–5557
問総合・地区健診について　石岡保健センター℡ 24-1386・八郷保健センター℡ 43–6655

健康診査（70 歳以上無料）・人間ドック受診のご案内
　　助成期間は 5 月１日金～令和 3 年 1 月 31 日日まで

国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者に受診料助成。健診受診券は４月下旬に発送予定。

あなたに合った健診を、フローチャートでみつけよう！
国保と後期高齢者医療制度の加入者は、保健センターで行う総合健診
や各地区公民館などで行う地区健診、医療機関健診、人間ドックのい
ずれか１つを受診した時に助成があります。

予約せず基本的な
項目だけを受けら
れる会場がいい

定期的に、かかりつ
け医を受診している

今年は費用をかけ色
んな検査を受けたい

医療機関健診（要
予約）
特定健診実施医療
機関（県内）で受
け ら れ る 健 診 で
す。

地区健診（予約不
要）市内施設で行
う集団健診。大腸・
肝炎ウィルス検査
のみ要予約。

人間ドック（要予
約）受診日以前に
市役所に申請する
と補助が受けられ
ます。

総合健診（要予約）
保健センターで行
う集団健診。希望
で各種がん検診受
診可。

かかりつけ医からの
情報提供（国保のみ）
生活習慣病で受診し
ている人は健診結果
を利用できる場合が
あります。健診受診
券を持参し病院に相
談してください。

い
い
え

スタート！健診を受
けようと思っている

生活習慣病でかかりつけ
医に診てもらっている

     年に一度は健康診査を
受けましょう！

定期的に病院に通院中

はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡いいえ➡いいえ
➡いいえ
➡いいえ

本

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８ 　 １２　　　　　　



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには… 　　　　　　１３　  広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８

問　保険年金課　
℡ 23–5557（国民健康保険について）
℡ 23-7318（後期高齢者医療保険について）

本

▶法律などの改正に伴い、下記のとおり
減額措置に係る軽減判定所得の基準額が
変更になり、また、課税限度額も引き上
げになりました。

軽減措置を受けるための申請は不要です
が、家族全員が前年所得の申告をしてい
ること、または扶養に取られていること
が条件です。

国民健康保険

軽減対象世帯が拡大され、課税限度額が引き上げられます
令和２年４月１日から

●低所得者の軽減対象の基準額の変更点
軽減対象世帯 変更前 変更後

５割軽減世帯 33 万円＋ 28 万円×被保険者数 33 万円＋ 28 万 5 千円×被保険者数
２割軽減世帯 33 万円＋ 51 万円×被保険者数 33 万円＋ 52 万円×被保険者数

たとえば、夫婦２人が国民健康保険加入者の場合
５割軽減判定所得　33 万円＋ 28.5 万円× 2 人＝ 90 万円
２割軽減判定所得　33 万円＋ 52 万円× 2 人＝ 137 万円
夫婦２人の合計所得が 90 万円以下なら５割軽減、137 万円以下なら２割軽減が受けられ
ます！

課税区分 変更前 変更後
基礎課税分（医療分） 61 万円 63 万円
後期高齢者支援金等課税分 19 万円 19 万円（変更なし）
介護納付金課税分 16 万円 17 万円
合計 96 万円 99 万円（３万円増）

●課税限度額の変更点

※加入前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった人は、加入後２年間に限り均等
割額が５割軽減され、所得割額の負担はありません。詳しくはお問い合わせください。

後期高齢者医療保険
令和２・３年度の保険料率と
　令和２年度の保険料軽減措置が決定しました

平成 30 年度・
令和元年度 令和２・３年度

均等割額 39,500 円 46,000 円
（6,500 円増）

所得割率 ８％ 8.5％
（0.5％増）

賦課
限度額 62 万円 64 万円

（２万円増）

●令和２・３年度の保険料率

保険料の計算方法
均等割 46,000 円＋所得割（総所得－ 33
万円）× 8.5％

●保険料（均等割額）の軽減
世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額等が次の場合

均等割額
軽減割合

33 万円以下で７割軽減に該当
しない世帯 7.75 割

33 万円以下かつ被保険者全員
の年金収入が 80 万円以下（そ
の他各種所得なし）の世帯

７割

33 万円＋「28.5 万円×被保
険者数」以下の世帯 ５割

33 万円＋「52 万円×被保険
者数」以下の世帯 ２割



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

℡  

26
・
１
３
６
６
（
月
曜
休
館
）

℻  

26
・
１
７
８
０

　

  asahidai@smile.ocn.ne.jp
旭
台
会
館
講
座

知
る
、
学
ぶ
、
こ
こ
ろ
講
座

受
付
期
間
／
４
月
７
日
火
～
21
日
火

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
使
い
こ
な
せ
る
か
心
配
…
買
う

前
に
使
っ
て
み
た
い
…
そ
ん
な

不
安
を
解
消
し
ま
す
！

日
時
／
６
月
11
・
25
日
・
７
月
９

日
・
８
月
６
・
20
日
・
９
月
３

日
木
午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
15
人

講
師
／
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
ナ
イ
フ
と
彫
刻
刀
で
簡
単
に
始

め
る
こ
と
が
出
来
る
「
カ
モ
」

を
作
り
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
・
18
日
・
７
月
２
・

16
日
・
８
月
６
・
20
日
木

午
後
２
時
～
４
時

教
材
費
／
１
２
０
０
円

定
員
／
10
人

講
師
／
渡
邉
敏
治 

氏

▼
コ
ー
ヒ
ー
の
美
味
し
い
淹
れ
方

や
、
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
学
び
ま
す（
ケ
ー
キ
付
）。

日
時
／
５
月
24
日
日

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

教
材
費
／
６
０
０
円

定
員
／
20
人

講
師
／
鈴
木
誉
志
男 

氏

珈
琲
の
淹
れ
方

　
　
　
楽
し
み
方
講
座

初
心
者
ス
マ
ホ

　
　
も
っ
と
活
用
講
座

▼
基
本
的
な
着
物
の
着
付
け
を
学

び
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
。

日
時
／
５
月
23
・
30
日
・
６
月
６
・

13
・
20
・
27
日
土

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員
／
10
人

講
師
／
小
池
俊
枝 

氏

き
も
の
着
付
け
講
座

初
心
者
バ
ー
ド

　
　
カ
ー
ビ
ン
グ
講
座

  

▼
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
行

い
、
今
か
ら
で
も
気
軽
に
運
動

を
続
け
ら
れ
る
コ
ツ
を
お
伝
え

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
様
々

な
活
動
も
紹
介
し
ま
す
。
男
性

が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で

き
る
場
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
５
月
11・18
日
月（
全
20
回
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
（
受
付

は
９
時
か
ら
）

※
６
月
以
降
の
日
程
は
申
込
者

に
郵
送
し
ま
す
。

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
の
男
性
で
、
介

護
予
防
教
室
に
参
加
し
て
お
ら

ず
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い

人
（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指

示
を
受
け
て
い
な
い
人
） 

定
員
／
30
名 

申
込
方
法
／
４
月
17
日
金
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
込

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
毎
日
を
元
気
に
、
若
々
し
く
生

活
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
。
運
動
、
栄
養
、
歯

科
、
物
忘
れ
予
防
な
ど
、
健
康

の
た
め
に
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
理
想
の
自
分
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
６
月
３
・
10
・
17
・
24
日 

７
月
１・８
・
15
・
22
・
29
日
・

８
月
５
・
19
・
26
日
水 

（
全
12

回
）午
前
９
時
30
分
～
11
時（
受

付
は
９
時
か
ら
） 

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館
ホ
ー
ル 

対
象
／
65
歳
以
上
で
、
医
師
か
ら

運
動
制
限
の
指
示
を
受
け
て
い

な
い
人

定
員
／
40
名 

申
込
方
法
／
４
月
24
日
金
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
込

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）  

▼
本
庁
舎
・
中
央
公
民
館
で
行
う

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
。
本

庁
舎
で
は
行
政
（
市
役
所
・
警

察
な
ど
）
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
講

話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
に
ち
／

本
庁
舎
１
階
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
ホ
ー
ル

５
月
18
・
27
日
・
６
月
10
・
24
日

水
（
初
回
の
み
月
）

中
央
公
民
館
２
階
第
１
・
２
講
座
室

５
月
１
・
15
日
・
６
月
５
・
19
日
金

時
間
／
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分
②
午
後
２
時
45
分
～
３
時
45

分
（
中
央
公
民
館
は
①
の
み
）

定
員
／
本
庁
舎
40
人
程
度

　
　
　
中
央
公
民
館
60
人
程
度

男
だ
け
の

い
き
い
き
活
躍
教
室

募　集
目
指
せ
ダ
ン
デ
ィ
！

シ
ル
・
リ
ハ
体
験

教
室(

申
込
不
要) 

募　集

い
き
い
き
と
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
35
・
１
１
２
７

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８ 　 １４　　　　　　

問 　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　  ※料金の記載のないものは無料。本 支本

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
教
室

生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
対
象
事
業

楽
し
く
若
返
る
！　
　

健
康
か
っ
ぱ
つ
教
室 

募　集



申
込
方
法
／
４
月
６
日
月
～
13
日

月
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
日
祝
除
く
）
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
22
・
２
４
１
１

 

▼
市
内
精
神
科
医
療
機
関
の
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談
会
。

訪
問
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／４
月
15
日
、５
月
13
、27
日
水

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
予
約
制
） 

場
所
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
訪
問
に
よ
る
相
談 

対
象
／
認
知
症
の
心
配
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族 

申
込
方
法 

／
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
35
・
１
１
２
７

入
門
課
程

日
時
／
５
月
13
日
水
～
８
月
５

日
水
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分
・
８
月
19
日
水
～
11
月

18
日
水
午
前
10
時
～
正
午
（
全

27
回
）

基
礎
課
程

日
時
／
８
月
19
日
水
～
令
和
３
年

２
月
24
日
水
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
全
27
回
）

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

り
の
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

【
入
門
課
程
】
初
め
て
学
ぶ
人
、

ま
た
は
手
話
が
少
し
で
き
る
人

【
基
礎
課
程
】
入
門
課
程
を
修
了

す
る
な
ど
、
一
定
の
知
識
技
能

の
あ
る
人

定
員
／
各
20
人

料
金
／
テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
22
・
２
４
１
１

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

掲載しているイベント・募集情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または
変更になる場合があります。詳しくは、市ホームページにて。

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

特
定
保
健
指
導
コ
ー
ス

内
容
／
特
定
保
健
指
導
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

対
象
／
40
～
74
歳　
定
員
／
40
人

健
康
応
援
プ
ラ
ン
コ
ー
ス

内
容
／
保
健
指
導・健
康
づ
く
り・

ヨ
ガ

対
象
／
40
～
64
歳　
定
員
／
15
人

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
40
歳
以
上　
定
員
／
30
人

何
歳
に
な
っ
て
も
で
き
る
体
操

コ
ー
ス

内
容
／
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防

体
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

内
容
／
メ
タ
ボ
予
防

---------------------------------

▼
各
コ
ー
ス
と
も
５
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
、
申

し
込
み
し
た
人
（
当
選
者
）
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
４
月
10
日
金
～
15

日
水
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
日
を
除
く
）
に
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
後
日

「
抽
選
番
号
」
を
郵
送
し
ま
す

（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み
） 

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
24
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
・
６
６
５
５

日
時
／
５
月
13
・
27
日
・
６
月

３
・
10
・
17
日
・
７
月
１・８
・

15
・
22
日
（
水
・
全
９
回
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
40
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

内
容
／
イ
ス
や
ボ
ー
ル
等
を
使
っ

た
体
力
の
維
持
・
向
上
を
目
的

と
し
た
軽
め
の
体
操

講
師
／
木
村
幸
子
氏

令
和
２
年
度

　
健
康
体
操
教
室

募　集

初
心
者
向
け

　
ひ
ま
わ
り
体
操

募　集

も
の
忘
れ
（
認
知
症
）

相
談
会

相　談

石岡市認知症簡易チェックサイト

検索

問地域包括支援センター ℡ 35-1127

▶チェックサイトには、
　「家族や介護者向け」と
　「本人向け」の２種類があります。 
認知症は初期のサインを見逃さず、
適切な対応を行うことが大切です。
認知症かなと不安になったらサイ
トからチェックしてみましょう。
※利用料は無料で、個人情報の入
力は一切不要です。

（通信料等は別途必要です）

パソコンやスマートフォンで
簡単に認知症チェック！

人の名前が出てこなくなった…
漢字を書けなくなった…

不安なことがあったら
地域包括支援センター
にご相談ください。
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手
話
奉
仕
員

　
　
　
養
成
講
座

募　集



▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
地
域
の

大
人
が
子
ど
も
達
の
指
導
に
あ

た
り
、
み
ん
な
で
役
割
を
分
担

し
て
い
ま
す
。

保
護
者
も
運
営
に
関
わ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
の
成
長
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
共
通
の

話
題
も
生
ま
れ
ま
す
。

市
に
は
、
軟
式
野
球
・
剣
道
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
サ
ッ
カ
ー
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
柔
道
・
空
手

道
・
水
泳
・
複
合
（
軟
式
野
球
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
な
ど
の
10
種

目
37
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
仲
間
に
な
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
と
体
を

鍛
え
ま
せ
ん
か
。

問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
（
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
内
）

　
℡
26
・
７
２
１
０

月
例
（
１
月
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

１
月
７
日
／
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

石
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

２
月
９
日
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

混
合
複
Ａ
優
勝

城き

ど戸
敏と

し
か
ず和

・
羽
生
美み

え恵

混
合
複
Ｂ
優
勝

永
瀬
明あ

き
ひ
ろ浩

・
小
倉
は
つ
み

問
市
体
育
協
会
事
務
局

℡
26
・
７
２
１
０

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
団
員
募
集

募　集

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

▼
自
家
製
野
菜
の
栽
培
に
興
味
・

関
心
を
お
持
ち
の
人
、
家
庭

菜
園
を
し
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

農
園
場
所
／
宮
部
地
区
・
東
府

中
地
区

受
付
期
間
／
４
月
１
日
水
～
30
日
木

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

年
額
／
６
２
９
０
円

（
１
区
画
：
30
㎡
） 

申
込
方
法
／
利
用
料
・
認
め
印
を

持
参
し
、
窓
口
で
申
し
込
み 

問　

 

農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

▼
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
石

岡
市
地
区
で
は
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。

料
金
／
貸
出
料
は
無
料
。
た
だ
し

貸
出
期
間
中
の
運
搬
費
用
等
は

借
受
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

対
象
／
市
民
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
等
の
代
表

者（
イ
ベ
ン
ト
等
の
期
間
中
は
、

医
師
等
の
医
療
従
事
者
ま
た
は

消
防
署
そ
の
他
の
講
習
機
関
が

実
施
す
る
救
急
救
命
講
習
の
修

了
者
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
） 

申
込
方
法
／
所
定
の
様
式
に
よ
り

貸
出
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
。
貸
出
期
間
は
７
日

以
内
で
す
。

問　
社
会
福
祉
課

℡
23
・
５
５
６
９ 

ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
新
規
募
集

募　集

自
動
体
外
式
除
細
動

器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

貸
出

おしらせ

ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会
結
果

スポーツ

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８ 　 １６　　　　　　

問 　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　本 支

支

支本

乳
幼
児
健
診
・
相
談
日
を

   

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

３
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ
の

４
月
健
康
・
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

の
「
４
～
５
か
月
児
健
診
・

１
歳
児
健
康
相
談
・
１
歳
６

か
月
児
健
診
・
２
歳
児
母
子

歯
科
健
診
・
３
歳
児
健
診
」

に
つ
い
て
、
３
月
日
程
が
中

止
に
な
っ
た
た
め
、
４
月
日

程
の
対
象
者
も
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
個
別
通
知

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広 告 掲 載 欄



不
妊
検
査
・

　
　
一
般
不
妊
治
療
費
の
補
助

▼
不
妊
検
査
お
よ
び
一
般
不
妊
治

療
費
に
つ
い
て
、
夫
婦
一
組
１

回
に
限
り
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
額
の
２
分
の
１
の
額
（
上
限

５
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

４
月
以
降
に
検
査
を
予
定
し
て

い
る
人
は
、
検
査
前
に
申
請
く

だ
さ
い
。
ま
た
令
和
２
年
３
月

ま
で
に
検
査
や
一
般
不
妊
治
療

を
開
始
し
、
４
月
以
降
も
継
続

し
て
一
般
不
妊
治
療
を
行
う
場

合
は
補
助
の
該
当
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成

助
成
額
／
４
０
０
０
円
（
１
回

の
み
）

任
意
接
種
対
象
／
65
歳
以
上
の

定
期
接
種
対
象
者
以
外
で
、
過

去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
歴
（
自
費
接
種
含
む
）
の

な
い
人

※
石
岡
市
医
師
会
加
入
の
医
療

機
関
以
外
で
任
意
接
種
し
た

場
合
は
、
支
払
い
後
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
助
成
額
（
４
０
０
０

円
）
の
償
還
払
い
手
続
き
が
必

要
で
す
。

償
還
払
い
の
予
防
接
種

▼
償
還
払
い
と
は
、
医
療
機
関
等

で
費
用
を
支
払
い
そ
の
領
収
書

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

掲載しているイベント・募集情報については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて中止
または変更になる場合があります。詳しくは、市ホームページにて。

１７　  広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８

を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
額
を

受
け
取
る
方
法
で
す
。

期
限
／
令
和
３
年
３
月
31
日

必
要
書
類
／
接
種
し
た
予
防
接

種
の
領
収
書
・
認
め
印
・
申

請
者
（
乳
幼
児
は
保
護
者
）
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
・
母

子
健
康
手
帳
（
乳
幼
児
）

成
人
風
し
ん
等
予
防
接
種
助
成

対
象
／
妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は

希
望
し
て
い
る
女
性
と
配
偶

者
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配

偶
者
（
配
偶
者
は
内
縁
・
婚
姻

予
定
も
含
む
）

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

３
０
０
０
円
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
５
０
０
０
円

風
し
ん
抗
体
検
査

▼
風
し
ん
は
、
発
熱
お
よ
び
発

し
ん
を
主
な
症
状
と
し
、
飛
沫

感
染
に
よ
り
人
か
ら
人
へ
感
染

し
ま
す
。
妊
娠
中
の
女
性
が
風

し
ん
に
感
染
す
る
と
、
子
ど
も

に
目
や
耳
な
ど
の
障
害
を
含
む

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（
Ｃ
Ｒ

Ｓ
）
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

対
象
／
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

費
用
／
対
象
者
は
ク
ー
ポ
ン
（
対

象
者
に
送
付
済
）
利
用
で
無
料

場
所
／

①
抗
体
検
査

全
国
の
指
定
医
療
機
関
お
よ
び

特
定
健
康
診
査
機
関
等

②
予
防
接
種
（
抗
体
検
査
の
結

果
で
抗
体
値
が
規
定
値
以
下
の

場
合
の
み
）

全
国
の
指
定
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
風
し
ん
の
追
加

的
対
策
」
で
検
索
し
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
24
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
・
６
６
５
５

▶骨髄移植等医療行為により定期予
防接種（A 類疾病）で得た免疫が低下・
消失し、医師から再接種が必要と判
断された人に、再接種費用を全額補
助します。
　補助を希望する人は、予防接種再
接種を受ける前に申請が必要です。
対象：再接種を受ける日現在に石岡市
に住民登録がある 20 歳未満の人

問石岡保健センター　℡ 24‒1386
　八郷保健センター　℡ 43‒6655

定期予防接種再接種費用を
全額補助をします

骨髄移植等医療行為後の
20 歳未満対象

保
健
セ
ン
タ
ー

　
か
ら
の
お
し
ら
せ

おしらせ

▲携帯電話・
スマホの人は
こちらから

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



▼
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
や
、
そ

の
家
族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

税
の
減
免
申
請
を
受
付
し
ま
す
。 

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
人
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
の
助
成
を
受
け
て
い
る

人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

受
付
期
間
／
４
月
１
日
水
～

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
１
日
月  

対
象
車
／
①
４
月
１
日
時
点
で
障

害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
（
障
害
区

分
や
車
両
の
所
有
状
況
で
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
対
象
車
両
は
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
１
人
に
つ
き
１

台
の
み
で
す
）

②
身
体
障
害
者
専
用
構
造
の
車
両

（
車
い
す
移
動
車
等
） 

③
県
の
認
可
を
受
け
た
社
会
福
祉

法
人
等
が
所
有
し
、
公
益
の
た

め
に
直
接
専
用
す
る
車
両 

必
要
書
類
／ 

①
②
に
該
当
す
る
場
合 

□
減
免
申
請
書
（
認
め
印
・
納

税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・

法
人
番
号
が
分
か
る
も
の
） 

□

申
請
車
両
の
令
和
２
年
度
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い
て

い
る
場
合
） 

□
運
転
免
許
証
□

車
検
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明

書
の
写
し 

□
障
害
者
手
帳
等
（
①
に
該
当

す
る
人
）
□
車
両
の
構
造
が
分

か
る
写
真（
②
に
該
当
す
る
人
） 

③
に
該
当
す
る
場
合 

□
減
免
申
請
書
（
法
人
印
鑑
・

法
人
番
号
が
分
か
る
も
の
）
□

申
請
車
両
の
令
和
２
年
度
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い
て

い
る
場
合
） 

□
車
検
証
の
写
し

□
県
の
指
定
通
知
書
等
の
写
し

申
請
窓
口
／
税
務
課
（
本
庁
舎
）

市
民
窓
口
課
（
支
所
） 

※
減
免
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
昨
年
度
に
減
免
を
受

け
た
人
に
は
、
４
月
１
日
以
降

に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

注
意
点 

／
障
害
者
手
帳
等
の
保

持
者
と
車
両
名
義
人
・
運
転
者

が
異
な
る
場
合
は
「
生
計
同
一

関
係
申
立
書
」
が
必
要
で
す
。

問
 
税
務
課　
℡
23
・
５
５
８
４

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

令
和
２
年
度

軽
自
動
車
税
減
免

おしらせ

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８ 　 １８　　　　　　

問 　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　本 支

本

手当額が変わります
令和２年４月分から児童扶養手当などの

児童扶養手当

令和元年度 令和２年度
全部支給 一部支給 全部支給 一部支給

42,910 円 10,120 円～
42,900 円　 43,160 円 10,180 円～

43,150 円　

10,140 円  5,070 円～
10,130 円　 10,190 円  5,100 円 ～

10,180 円　

6,080 円  3,040 円 ～
 6,070 円　 6,110 円  3,060 円 ～

 6,100 円　

第
２
子

　

加
算
額

第
３
子
以
降

　
　

加
算
額

本
体
額

令和元年度 令和２年度
１級 ２級 １級 ２級

52,200 円 34,770 円 52,500 円 34,970 円

27,200 円 27,350 円

14,790 円 14,880 円

14,790 円 14,880 円

特
別
児
童

扶
養
手
当
特
別
障
害

者
手
当

障
害
児

福
祉
手
当

福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分)

特別児童扶養手当等

問　こども福祉課 ℡ 23-7331（児童扶養手当）
　　社会福祉課 ℡ 23-5569（特別児童扶養手当等）

本

本

広 告 掲 載 欄



日
時
／
５
月
10
日
日　
午
後
１
時

30
分
～
（
受
付
１
時
～
）

会
場
／
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

参
加
費
／
男
性
３
０
０
０
円

　
　
　
　
女
性
１
５
０
０
円

対
象
／
40
歳
以
下
独
身
の
男
女

定
員
／
各
15
名

申
込
方
法
／
４
月
12
日
日
午
前
８

時
～
５
月
３
日
日
に
電
話
で
申

込
（
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

期
限
延
長
）

※
５
月
４
日
月
以
降
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
（
全
額
）
が
必
要
で
す
。

申
込
先
／

℡
０
９
０・４
０
０
２・３
５
６
５

　
（
押
止 

久
雄
）

℡
23・３
８
２
９（
大
内 

喜
枝
子
）

主
催
／
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県

　
南
・
石
岡
地
域
支
部

問　
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
℡
23
・
７
３
０
４

▼
し
尿
汲
み
取
り
証
紙
の
販
売
店

が
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
石
岡
地

区
で
は
次
の
よ
う
に
制
度
が

変
更
に
な
り
ま
す
。 

①
業
者
に
直
接
現
金
支
払
い 

②
料
金
は
業
者
が
地
域
の
実
情
等

に
沿
い
合
理
的
に
決
定

③
汲
み
取
り
方
法
（
従
量
・
定
額

等
）
は
業
者
と
相
談
し
決
定

※
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
、
汲

み
取
り
を
行
い
証
紙
が
使
い

切
れ
な
か
っ
た
人
は
、
証
紙

購
入
代
金
を
還
付
し
ま
す
。 

還
付
期
間
／
令
和
２
年
４
月
１
日

～
令
和
３
年
３
月
31
日

※
八
郷
地
区
は
条
例
に
よ
る
手
数

料
の
上
限
の
み
な
く
な
り
ま
す
。

問　
生
活
環
境
課

　
℡
23
・
７
３
０
１

▼
農
地
の
権
利
を
移
動
し
た
り
、

宅
地
へ
の
転
用
を
す
る
際
に

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　

    in ishioka
募　集

は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必

要
で
す
。
農
業
委
員
会
の
総
会

で
は
毎
月
提
出
さ
れ
た
許
可
申

請
書
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
会
日
／
毎
月
10
日

許
可
申
請
書
の
受
付
締
切
日
／

毎
月
25
日

※
当
日
が
閉
庁
日
の
場
合
等
は
日

程
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
12
月
の
受
付
締
切
日

は
22
日
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
内
線
１
３
５
２
）

▼
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
18
日
土

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
農
地

の
有
効
活
用
、
各
種
行
政
手
続

き
な
ど

問
茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部
（
若
山
）

 
℡
43
・
０
５
３
６

令和元年度「オアシス運動」
作文・標語コンクール標語の部
　地域の皆さんが声を掛け合い、より
明るく和やかな潤いのある家庭や地域
づくりを進めるため、オアシス運動を
展開しています。その一環として、毎
年オアシス作文・標語を小中学校、高
等学校、一般の皆さんから募集してい
ます。令和元年度は計 3,051 人の応募
がありました。
　今回は標語の部の最優秀賞と優秀賞
の作品を紹介します。なお優良賞作品
は、随時紹介します。
最優秀賞
ありがとう心がぽかぽか温まる

井川 珠
じ ゅ り

里さん（葦穂小）
優秀賞
ありがとうこころの元気ふくらむよ

櫻井 凛
ひ よ り

和さん（高浜小）
「さようなら」にこにこ
　　　　　　　　えがおでまたあした

道川 典
つかさ

さん（恋瀬小）
広がる「わ」あいさつで生まれる
　　　　　　　　「輪」と「話」と「和」

小松﨑 彩
あ や

さん（八郷中）
問　生涯学習課（内線 1366）

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

し
尿
汲
み
取
り
制
度

おしらせ

令
和
２
年
度

農
業
委
員
会
総
会
日

おしらせ

掲載しているイベント・募集情報については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて中止
または変更になる場合があります。詳しくは、市ホームページにて。

 　　　　　　１９　  広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８

本

本

支

支

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

おしらせ

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



▼
貴
重
な
水
源
で
あ
る
霞
ヶ
浦
の

水
質
を
改
善
す
る
た
め
茨
城
県

霞
ケ
浦
水
質
保
全
条
例
な
ど
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
排
水
規
制
が
強

化
さ
れ
ま
す
。

流
域
内
の
小
規
模
事
業
所
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
排
水
基
準
を

超
過
し
た
際
は
改
善
勧
告
と
公

表
の
み
で
し
た
が
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
は
改
善
命
令
・

停
止
命
令
が
発
出
さ
れ
、
従
わ

な
か
っ
た
場
合
に
は
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
県
県
民
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

℡
０
２
９・３
０
１・２
９
６
６

▼
す
べ
て
の
日
程
で
試
験
の
種
類

は
甲
・
乙
・
丙
種
で
す
。 

Ａ
日
程

日
に
ち
／
６
月
６
日
土

試
験
地
／
ひ
た
ち
な
か
市
・
土
浦

市
・
鹿
嶋
市

受
付
期
間

書
面
申
請
／
４
月
９
日
木
～
20
日
月

電
子
申
請
／
４
月
６
日
月
～
17
日
金

Ｂ
日
程

日
に
ち
／
６
月
21
日
日

試
験
地
／
水
戸
市
・
日
立
市
・
筑

西
市

受
付
期
間

書
面
申
請
／
５
月
７
日
木
～
18
日
月

電
子
申
請
／
５
月
４
日
月
～
15
日
金

Ｃ
日
程

日
に
ち
／
９
月
26
日
土

試
験
地
／
土
浦
市
・
鹿
嶋
市 

受
付
期
間

書
面
申
請
／
７
月
16
日
木
～
30
日
木

電
子
申
請
／
７
月
13
日
月
～
27
日
月

---------------------------------

受
験
申
請
方
法
／
窓
口
、
郵
送
ま

た
は
電
子
申
請
で
申
し
込
み 

※
申
込
用
紙
は
各
市
町
村
消
防
本

部
、
茨
城
県
防
災
・
危
機
管
理

部
消
防
安
全
課
、
一
般
財
団
法

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
茨

城
県
支
部
に
あ
り
ま
す
。 

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
茨
城
県
支
部

℡
０
２
９・３
０
１・１
１
５
０

石
岡
市
消
防
本
部
予
防
課 

℡
23
・
０
１
１
９ 

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展

期
間
／
４
月
１
日
水
～
７
日
火

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
芸
術
家

～
上
杉
ミ
ツ
子

　
　
　

 【
三
回
忌
】
記
念
展
～

期
間
／
４
月
20
日
月
～
29
日
水

※
29
日
は
午
後
５
時
ま
で

(

主
催
：
自
然
を
詩う

た

う
実
行
委
員
会)

◆
同
時
開
催

写
真
家
が
撮
っ
た
５
年
間
の
記
録　
　

　
　
　
　

 

写
真
家
：
藤
井
正
夫

●
ま
ち
か
ど
学
習
会

石
岡
の
医
療
の
現
状
と

　
　
　
　
　

 
こ
れ
か
ら
の
課
題

講
師
／
石
岡
市
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
地
域
医
療
対
策
室

日
時
／
４
月
15
日
水

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
O
K

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び

　
あ
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま

　
す
。
初
心
者
歓
迎
。

日
時
／
４
月
６
・
20
日
月

　
　
　
①
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
②
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　
③
午
後
３
時
～
５
時

●
歴
史
カ
フ
ェ
（
参
加
自
由
）

▼
石
岡
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
／４
月
27
日
月
午
後
２
時
～

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏

（
ま
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

資
料
代
／
３
０
０
円

サ
ン
ド
市

　
今
月
は
18
日
土
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▼
中
心
街
の
店
先
を
お
借
り
し

て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園

芸
品
な
ど
が
並
び
ま
す
。
新

鮮
野
菜
の
軽
ト
ラ
市
も
参
加
。

　
※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加

者
募
集
中

●
４
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
折
り
紙
教
室

日
時
／
４
月
25
日
土

◆
ち
り
め
ん
小
物

日
時
／
４
月
４
・
18
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
１
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
週
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

◆
心
と
身
体
の
健
康
相
談

　
　
　
　
　
　
（
不
定
期
開
催
）

時
間
／
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時

※
常
時
血
圧
が
測
れ
る
よ
う
血

圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

℡
27
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

※
駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

広報いしおか４月 1 日号　№３４８　　２０　　　　　

小
規
模
事
業
所
排
水

　
　
　
　

  

規
制
強
化

おしらせ
霞
ヶ
浦
流
域
内

令
和
２
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

おしらせ

問 　石岡市役所本庁舎　　八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。本 支

▲詳しくは
こちらから



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　２１　　広報いしおか４月 1 日号　№３４８

市長と話そう！タウンミーティング

掲載しているイベント・募集情報については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて中止
または変更になる場合があります。詳しくは、市ホームページにて。

シリーズ 56　
団体：高浜地区
とき：２月４日
参加者：14 人
参加者から出た主な意見
　高浜地区にある愛郷橋は、
三村方面から来て湖畔の道へ
右折する車両がいると、道幅
が狭いため大渋滞が発生して
いる。ぜひ右折レーンを設け
られるように、道幅（橋梁幅）
を広げてほしい。

シリーズ 57　
団体：三村地区
とき：２月６日
参加者：17 人
参加者から出た主な意見
　農振地域になっていること
もあり、三村地区には土地が
あっても住宅が建たない。
　人が離れていく一方なの
で、住宅が増えるよう農振
地域の見直しをしてほしい。

シリーズ 58
団体：関川地区
とき：２月７日
参加者：15 人
参加者から出た主な意見
　関川地区の簡易水道組合
は、地区内の人口減少や組
合員の高齢化により維持管
理が困難になってきた。将
来を見据えて、市や湖北水
道企業団と話し合いの場を
設けてほしい。

▼
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
商
品（
食
料
加
工
品
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
ふ
さ
わ
し
い
と
審
査
で
認
め
ら

れ
る
と
「
認
定
商
品
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
商
品
が
紹
介
さ

れ
ま
す
。

対
象
／
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
の
地
形
・
地
質
・
歴
史
・
文

化
・
動
植
物
な
ど
の
特
徴
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
商
品

※
包
装
な
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク
に

関
連
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
筑
波

山
地
域
の
６
市
で
生
産
さ
れ
た

食
材
や
素
材
を
使
っ
て
い
る
こ

と
、
６
市
内
で
生
産
や
加
工
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
条
件
。

認
定
期
間
／
認
定
日
か
ら
３
年
間

（
３
年
ご
と
の
更
新
制
） 

申
請
期
間
／
４
月
15
日
水
～
６
月

15
日
月

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

https://tsukuba-geopark.jp/

問
桜
川
市
商
工
観
光
課
商
工
観
光

グ
ル
ー
プ
（
地
域
振
興
部
会
事
務
局
） 

　
℡
０
２
９
６
・
55
・
１
１
５
９

　タウンミーティングとは、市長自らが地域
や団体の皆さんのもとに出向き、より良いま
ちづくりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
問　秘書広聴課　℡ 23-7274本

※シリーズ 56 ～ 58 は、昨年の豪雨で中止となった城南地区懇談会に代わる意見交換会として開催
しました。

筑
波
山
地
域
ジ
オ

   
パ
ー
ク
認
定
商
品

募　集

◀昨年度、認定商品に
選定された、十三塚果
樹団地にある三宝園の
ドライフルーツ（りん
ご・柿）。
　今年度も 10 商品程
度を、審査により決定
予定です（令和元年度
は９種類） 。

認定シールのロゴマークは 2 種類から選べ
ます。認定シール代は事業者負担になります。



防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

広報いしおか４月 1 日号　№３４８　　２２　　　　　

内
太
田
地
区
の
山
裾
に

残
さ
れ
る
善
光
寺
楼
門

は
、
今
か
ら
お
よ
そ
５
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
た
貴
重
な
建
造
物
で

す
。
善
光
寺
の
本
堂
は
、
現
在
で

は
廃
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
楼

門
は
室
町
時
代
の
建
築
様
式
の
特

色
を
示
す
貴
重
な
建
造
物
と
し

て
、
昭
和
58
年
に
国
の
重
要
文
化

市 時の記憶
シリーズ 174

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

善光寺楼門の
　　　茅葺き屋根

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
門
の
正
面
両
側
に
は
、
対
を
な

し
た
仁
王
像
が
、
い
さ
さ
か
怖
そ

う
な
面
持
ち
で
訪
れ
る
人
を
迎
え

ま
す
。
屋
根
を
見
上
げ
る
と
、
今

で
は
大
変
貴
重
な
茅
葺
の
姿
を
と

ど
め
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
に
は

重
厚
感
を
感
じ
ま
す
。 

　
長
年
の
風
雪
に
耐
え
、
地
元
の

方
に
大
切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
き

た
楼
門
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
か
の

修
理
を
経
て
、
現
代
に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
茅
葺

屋
根
の
傷
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
保
存
対
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
う
し
た
中
、
文
化
財
を
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
地
元
の
方
の
理

解
と
熱
意
に
よ
っ
て
、
こ
の
ほ
ど

傷
ん
だ
屋
根
の
修
理
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
茅
葺
屋
根

の
茅
は
、
今
で
は
大
変
貴
重
な
材

料
で
す
が
、
昔
な
が
ら
の
姿
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
文
化

財
を
保
護
・
保
存
し
て
い
く
う
え

で
、
非
常
に
重
要
で
す
。 

　

間
も
な
く
修
理
工
事
が
始
ま

り
、
傷
ん
だ
屋
根
も
修
復
さ
れ
る

予
定
で
す
。
仁
王
さ
ん
も
安
堵
し

て
、
少
し
に
こ
や
か
な
表
情
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間 

「
出
会
え
た
ね
。

　
　
　
と
び
っ
き
り
の
１
冊
に
」 

▼
図
書
館
で
は
、
み
な
さ
ん
が
と

び
っ
き
り
の
１
冊
に
出
会
え
る

よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森
の
４
月

の
特
集
は
「
と
し
ょ
か
ん
っ
て

ど
ん
な
と
こ
？
」
で
す
。 

図
書
館
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー

し
て
、
す
て
き
な
本
と
運
命
的

な
出
会
い
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

お
ス
ス
メ
の
本　

～
中
央
図
書
館
か
ら
～

ユ
ネ
ス
コ
世
界
の
無
形
文
化
遺
産

（
写
真
右
）
／
原
書
房

▼
世
界
無
形
文
化
遺
産
57
件
に
つ

い
て
、
地
域
別
に
美
し
い
写
真

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
着
こ
な
す
世
界
の
民
族
衣

装
（
写
真
中
央
）
／
主
婦
の
友
社

▼
独
自
性
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
民

族
衣
装
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

活
か
し
な
が
ら
普
段
の
ス
タ
イ

リ
ン
グ
に
セ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
る
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
ー
翻
訳
者

に
よ
る
海
外
文
学
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

（
写
真
左
）
／
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス

▼
翻
訳
者
金
原
瑞
人
ら
が
お
す
す

め
の
翻
訳
小
説
２
０
４
冊
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

～
こ
ど
も
図
書
館
か
ら
～

　

 

　
た
け
の
こ
に
ょ
き
に
ょ
き （
写
真
右
）

／
い
も
と
よ
う
こ

▼
も
ぐ
ら
く
ん
た
ち
が
、
た
け
の

こ
山
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
い
き
ま

し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
て
お
昼

寝
を
し
て
い
る
と
…
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
調
べ

よ
う
（
写
真
中
央
）
／
岩
崎
書
店 

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
目
標
に
た

ど
り
つ
く
た
め
の
順
序
や
や

り
方
の
こ
と
。
ど
う
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
の

か
、
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
の
こ
と

な
ど
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

世
界
の
ク
ル
マ
大
百
科
（
写
真
左
）　

／(

株)

ス
タ
ジ
オ
タ
ッ
ク
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

▼
憧
れ
の
ス
ー
パ
ー
カ
ー
か
ら
、

軽
ト
ラ
ま
で
を
網
羅
。
車
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
１
冊
で
す
。

 

４
月
の
お
は
な
し
会 

◆
こ
ど
も
図
書
館 

本
の
森

　
午
前
10
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
玉
手
箱
：
４
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い
：

９
日
木 

む
か
し
む
か
し
の
お
は
な
し
会
：

18
日
土 

◆
中
央
公
民
館

　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
：
11
日
土 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の 

休
館
日
／
５
月
３
日
日
～

　
　
　
　
　
　
　
７
日
木

※
公
民
館
図
書
室
も
同
じ 

４
月
の
休
館
日

６
日
月
・
13
日
月
・
20
日
月
・
27

日
月
・
29
日
水
祝

掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更になる場合が
あります。詳しくは、市ホームページにて。
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い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
南　
台　
菅
野　
憲
枝　

病
む
母
の
力
と
な
り
ぬ
冬
す
み
れ

石　
川　
田
口　
美
子　

春
の
園
ス
マ
ホ
遊
び
の
大
人
達

三　
村　
田
端　
俊
行　

豪
華
船
後
に
戻
れ
ぬ
春
の
海

細　
谷　
松
﨑　
淑
子　

交
番
も
引
き
立
つ
駅
の
雛
の
段

　
　
旭　
台　
四
日
市
ゆ
み
子

薄
氷
や
検
診
終
へ
て
飲
む
コ
コ
ア

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
　
吉
田　
進　

探
梅
や
身
丈
を
越
ゆ
る
影
法
師

細　
谷　
松
﨑　
淑
子　

せ
せ
ら
ぎ
の
音
ひ
そ
や
か
に
二
月

か
な

　
部　
原　
中
島　
れ
い
子

山
も
野
も
心
も
春
を
待
つ
ば
か
り

石
岡
短
歌
同
好
会

東
大
橋　
　
森　
美
千
瑠

へ
だ
た
り
て
会
ふ
こ
と
の
な
き
友

思
ふ
互
み
に
老
い
し
容
を
知
ら
ず

南　
台　
田
村　
満
佐　

純
白
も
紅
き
ま
わ
し
も
よ
く
似
合

ふ
土
俵
の
上
の
炎
鵬
た
の
も
し

南　
台　
海
老
澤　
明
子

さ
く
ら
通
り
の
桜
は
な
べ
て
巨
木

な
り
数
十
年
前
に
植
ゑ
た
る
若
木

石
岡
俚
謡
会府　

中　
小
川
野　
蛙　

く
せ
の
あ
る
字
に　
面
影
浮
か
ぶ

声
が
す
る
よ
な　
年
賀
状

石　
岡　
石
塚　
芳
華　

銘
酒
囲
ん
だ　
遠
野
の
民
話

　
は
ず
む
訛
り
を　
な
つ
か
し
む

南　
台　
　
香
倶
耶
姫　

水
の
猛
威
と　
火
の
勢
い
は

　
鳴
ら
す
警
鐘　
温
暖
化

国　
府　
坂
下　
蜻
蛉　

幼
馴
染
み
が　
元
気
で
い
る
と

　
文
字
が
伝
え
る　
年
賀
状

      

鹿
の
子   

田
村 

こ
ま
く
さ

枯
葉
戯
れ　
水
音
耳
に

足
も
軽
や
か　
沢
歩
き

杉　
並　
助
川　
浩
史　

メ
ダ
ル
目
指
し
て　
東
京
五
輪

走
れ
札
幌　
夏
の
道

国　
府　
篠
原　
美
千
代

意
地
を
張
っ
て
も　
情
け
の
陽
に
は

　
熔
け
て
氷
も　
水
に
な
る

　
下　
林　
加
藤　
弥
生　

水
の
温
み
で　
小
川
の
土
手
に

　
笑
い
初
め
た　
猫
柳

東
石
岡　
惣
野
台　
英
子

愚
痴
や
不
平
は　
心
の
重
荷

　
水
に
流
し
て　
俚う

た謡
作
り

い
し
お
か
川
柳
会

石　
岡　
石
塚　
芳
華　

身
軽
で
も
義
理
人
情
は
捨
て
ら
れ
ぬ

小　
幡　
岡
野　
は
つ
子

パ
ー
テ
ィ
ー
も
足
元
だ
け
は
ス

ニ
ー
カ
ー

大　
増　
小
川　
義
隆　

す
れ
違
う
愛
想
笑
い
の
細
い
道

真　
家　
川
﨑　
夫
久　

百
四
才
長
き
此
の
世
に
生
か
さ
れ

て
作
品
残
し
宝
と
な
り
ぬ

山　
崎　
荒
井　
幸
子　

が
ら
空
き
の
マ
ス
ク
売
場
の
異
様
さ

が
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
怖
さ
語
れ
り

　囲碁同好会は、昭和 52 年に発足し、翌
53 年に文化協会囲碁部として協会加入が
認められました。
　発足当初から 61 年までは市の好意で、
老人憩の家を活動の拠点として使用させて
頂きました。62 年度から福祉会館が新築
されると同時に、活動の拠点が福祉会館へ
移り、その後、福祉会館が国府地区公民館
となり、現在に至っております。
　発足当初は、用具が少なく、集まった会
員が一度に碁を打つことが出来ませんでし

たが、年が経つにつれて、当時の福祉協議
会から基盤と碁石の寄贈、又は会員有志の
寄付、会費での購入により、現在まで基盤
25 台を調えることができました。
　会員数は 60 人ほどですが、月 3 回の例
会には、毎回 20 人以上の会員が熱戦を繰
り広げています。
　脳の活性化の為にも、積極的に入会をお
待ちしています。 
年会費：2,000 円　会員数：60 人 
問石岡囲碁同好会（窪）℡ 23-5076

  第 19 回
 石岡市囲碁同好会 文化協会だより

俳
句

俚
謡（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品
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石岡市役所本庁舎 1 階ロビーに設置された「常世の国の太陽」（浦口雅行氏・2019 年制作）

石岡の未来を照らす「常
と こ よ

世の国の太陽」
圧倒的に困難と言われる青磁技法を用いて制作された、巨大陶壁に込めた思い

国内最大級にして最高峰の青磁作品
　青磁とは、空の青とも、海の青とも形容される透
明感のある青い磁器。この色
を生み出すには、釉

ゆうやく

薬の調合
や掛け具合、窯の中の酸素量
の調整など、かなりの技術が
必要で、陶磁器の中でも特別
な存在です。
　２月25日、本庁舎1階ロビー
上部に高さ 1.74m・幅 12.85m の青磁で作られた「太
陽」が設置されました。制作したのは、市内在住の
陶芸家、浦口雅行さん。東京芸術大学在学中から青
磁に魅せられ、人間国宝の三浦小平二氏に師事。
　卒業後は、栃木県内の鉱山会社で磁器の材料とな
る鉱物を採掘するなど、作家でありながら素材のこ
とも熟知している稀有な存在。作品は、東京国立近
代美術館や米・ニューオリンズ美術館にも所蔵され、
世界で活躍されている陶芸家です。

この作品で、子どもたちを照らしたい
「常陸風土記によると石岡市は、かつて日出る東の
最も重要な国として、常陸国の国府が置かれ、ユー
トピアを意味する常世の国と呼ばれた場所。青磁陶
板 245 枚の本作品は、地平線から昇る太陽が、石岡
の未来を照らし続けることを願い制作しました」
　石岡の風景に魅せられて、浦口さんが栃木県芳賀
町から市内に移住したのは、2001 年のこと。

「初めて訪れたその日に、直感で移住を決めました
が、今回、制作にあたり調べていくと、すごい場所
だったのだと改めて実感しました。20 年近く住ん
でいても、こんなに面白い人が住んでいたのかと驚
きと発見の多いところです。この陶壁の前で、子ど
もたちが地域の方々から郷土の歴史を聞き、自分た
ちのふるさとに誇りを持つ、その瞬間を照らすこと
ができたらという思いを込めています」

〔浦口雅行氏プロフィール〕
1964 年東京都生まれ。87
年東京芸術大学美術学部
卒業、89 年同大学院三浦
小平二研究室修了。90 年
国際陶芸展優良入選、93
年朝日陶芸展新人陶芸賞
受賞、98 年国際交流基金

買上げ、04 年ニューオリンズ美術館買上げ。日本橋
三越、新宿京王、大阪高島屋、名古屋丸栄、広島天満
屋などで個展開催。

日常を過ごす公共空間にアートを
　行政の庁舎としてだけではなく、広く市民に
開かれ、石岡らしさを庁舎から表現していくた
め、パブリックアートの公募を行い、浦口氏が
作品を寄贈。趣旨に賛同した 100 人以上の支援
者や企業の協力により、完成に至りました。

▲貫入（釉薬の表面に入る
ひび模様）を表現

（本作の青磁陶壁の表面には、東日本大震災で破損した棚板の破片を用い、ひとつひとつ手作業で 5 万打の模様が打刻されています）
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